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【要 旨】
われわれは、程度の差 こそあれ、なにかによって、なんらかのかたちで 「支えられている」 と感 じて
いるのであ り、このことは、われわれが生 きていくうえで大切 な感覚であると思 われる。そこで、筆者
は、このような心理的に 「支えられている」 という感覚を、ひとまず、心理的支えの感覚、または単に
心理的支えと呼んで考察 した。本論文では、心理的支えとなりうるものを、ひとまず、①対入的支え、
②内面的支え、③宗教性による支 えない し超個的支 え、④場による支えないし関係性による支えの4つ
に分けて整理 した。このうち、関係性による支えは、おそらく、心理療法において、もっとも大切なこ
とが らのひとつであると思われる。それは、「生 きる」ということに関わるものであ り、運命性と意志性
を背負い、因果律 と縁起律のはざまで生 きる存在である個人が、苦悩や悲 しみ(あ るいは安 らぎや楽 し
さ)を 伴いなが ら、正解のない道を歩 き続 けるということに由来する。心理療法の過程のベ ース には、
このような関係性による支えがあると思われる。
1.心 理 的支 え(psy¢hologicalsupport)とは
われわれは、ふだんどの程度意識 しているかは個人差があるものの、多かれ少なかれ、なにか
によって、なんらかのかたちで心理的に支えられているという感覚をもっていると思われる。筆
者(1996a)は、大学生 を対象 に 「あなたは、どのようなもの(人 ・こと)に よって心理的に







ところで、「支え」と同様の意味をもつ もの として、「拠 り所」 ということばがある。例 えば、
村瀬(1996,5頁)は、「子 どもたちが自分の道 をあらためて見つけだしてい く過程を見つめ、
考えていくうえで、基本的な視点として私がもっとも重要視するのは、人が生 きてい くためには、
より所と 「居場所」を必要 とするということです」 と述べ、ある施設での貴重な実践を報告 して
いる。また、彼女(村 瀬,1994,1995b)は、人間が成長変容する上で、何 を拠 り所 とするかと
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展望す るうえで提 唱 していることばである。彼(山 中,1996,16頁)は、 これか らの臨床 は、キ
ュア(治 癒)で もケア(看 護)で もな く、「人々の 「コア」(核心)、す なわち魂 に関わることを
求め られるのではないか と思 う。それはある面で は、死の床 にあ る入の魂 をあの世 に送る という
臨床の元 々の意味 に立 ち戻 ることであ るか もしれ ない」 と述べ てい る。
この ように、支 えとい う言葉 は、曖昧で多様 な意味 を含 む 日常語であ り、明確 に定義するこ と
は難 しい。 しか し、筆者 は、 「自分 が、 なにか によって、 なん らかのかたちで支 え られている」
と感 じてい ることは、われわれが生 きてい くうえで、やは り大切 な感覚 であろう と思 う。そこで、
このような心理的 に 「支え られている」 とい う感覚 を、ひ とまず心理的支えの感覚(senseofpsy-
chologicalsuppo並)、または単 に心理的支 え(psychologicalsuppαt)と呼んでお くこ とにす る。
さて、ひ とことで心理的支 え とい って も、その働 きはさまざまで ある と考 え られ る。例 えば、
親 しい人 とのお しゃべ りやむだ話 などの、 日常生活 におけ るささい な支え もあれ ば、ス トレスの
低減 に効果のある もの、悩みや苦 しみの緩和 や克服 に寄与する もの もあるだろ う。あ るいは、そ
の人の 「生 き方」 に関 わるような支 え もあれば、自分のベースや コア(核 心)と なってい るよう
な 「根源 的な支え」 とい うもの もあ るか も しれ ない。例 えば、河合(1984,52頁)が、「ソウ
ル ・メーキング(soul一㎜ ㎞gた ま しいの形成)」について述べ るなかで、「この世 のこ とには何 の
役に も立 たない ことであ りなが ら、その人の存在 を深 みにおいて支 えるものである」 と表現 して
いることは興味深い。
また、この ような支 えの なかには、ふだんか ら意識 され るもの もあるだろ うし、失 っては じめ
て気づ くとい うもの もあるだ ろう。 あるい は、ふだんの生活では支 えをあ ま り意識 していな くて
も、例 えばス トレスの多 いときや危機 的状況 にある ときなど、支 えが よ り必要 とされ意識 されや
すい 「とき」 もある と考 えられ る。
それでは、心理的支え とな りうるものには、 どの ような ものがあるだろうか。本論 文では、 ひ
とまず、①対人的支 え(interpersonalsuppo且)、② 内面的支え(intrapersonalsupp侃)、③宗教
性 による支えない し超個的支 え(transpersonalsuppon)、④場 による支え(environmentalsup-
poπ)ない し関係性 による支 え(suppo質ingthroughrelatednessitself)、の4つ に分 けて整理 して
みたい。
(1)対 人的支 え(interpersonalsuppo偉)
心理的支え としてまず浮かぶの は、おそ らく、家族や友人などの周囲の人間関係、つ ま り他者
か らの支 えだろう。 これは、主 に社会心理学 においてソーシャルサ ポー ト(socialsupport)とし
て研 究 されて きた ものである(浦,1992参照)。例 えば、親友 を失 った り、恋 人 と別れた りする
経験 は、 その人の こころを大 き く揺 り動か し、 ときにはその後 の人生 を方向づけ るもので さえあ
る。 この ようなときに、自分の気持 ちを理解 し、支 え となって くれる人がい ると、その悲 しさや
寂 しさ(あ るいは怒 りや憎 しみ)も 緩和 され、勇気づ けられるだろ う。
これは、 ソーシャルサポー トの うち、情緒 的支援(emodon訓suppo並)と呼ばれ る ものであ る。
確か に、われわれ は、 この ようなとき、自分が他者か ら心理的 に 「支 え られ てい る」 と実感す る
ものであ る。われ われは、「その基本的 な存在様式 か らして、(中略)本 質的 に社会的存在であ る




















どの例でいえば、大切 な人と離れざるをえない悲 しみや寂 しさは、他者からのはたらきかけによ
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を支える根を持っている。そして、その主要な根が何であるかは、それぞれの人によって異なっ
ている。例えば、社会的な業績や肩書 きが主たる根になっている場合もある。また、自分の美 し





よって 「生かされている」という面 もある。筆者は、このような自他を超えたもの とのつながり
を感 じることによる支えを、宗教性による支えあるいは超個的支え(transpersonalsuppo宜)と
呼んでおきたい。























で、宗教が大 きな支えになる場合 もあれば、逆にそれが精神的な足かせとなって、適応力を削 ぐ
場合 もある」(村瀬,1995b,212頁)だろう。
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(4)場 による支 え(environmentalsuppoのな い し
関係性 による支 え(suppo段ingthroughrelatednessitself)
筆者(串 崎,1996a,1996b;串崎 ・三木 ・三木,1996㌶996b)は、 これまで、対 人的支 え、内面
的支え、宗教姓 による支 えない し超個的支 え、の3つ を措定 して考 察を進めて きた(な お、これ
らは、それぞれソー シャルサポー ト(socialsupport)、セルフサポー ト(selfsuppo貫)、ス ピリチ
ュアルサポー ト(spiritualsupporのと呼ぶ こともで きると思われる)。
例 えば、筆i者(串崎,1996a,1996b)は、大学生を対象 に、 どの ようなもの(こ と、人)に よ
って心理 的に支 えられてい るか を測定 する尺度(心 理的支 え尺度psychologicalsupportscale;
PSS)を作成 し、「1.友 人 ・他者 に よる支え」 「H.恋 人 による支 え」 「皿.父 母 に よる支 え」
「IV.建設的思考(cons紅uctivethinking)による支 え」「V.現在 の立場 ・学業 による支え」 「W.
宗教性 による支 え」の6因 子 を抽出 した。 そ して、1+H+皿 を対 人的支 え、IV+V+VIを内面
的支 え として、他の尺度 との相関関係 を算 出 した。その結果、対人的支 えは、家族の ソー シャル
サポー ト(嶋,1992)・改訂版UCLA孤独感 尺度(工 藤 ・西川,1983)・友人の ソーシャルサ ポ
ー ト(嶋 ,1992)・充実感 尺度(大 野,1984)との 間 に、 内面 的支 えは、充実感 尺度(大 野,
1984)・Rasmussenの自我 同一性尺度(宮 下,1987)・自己実現傾向質問紙(榎 本 ・林 ・鈴木,
1986)との問 に、中程度の有意 な相 関(1>。40)がみ られた。 また、串崎 ・三木 ・三木(1996a,
1996b)では、心理的支え尺度 を、心理療法 のひ とつであ る内観療法(集 中内観)の 前後 に実施
し、内観後 は内観前 に比べて、 より心理 的に支え られている と感 じていることを見いだ した。
ところで、 この他 に も、 「場」(例 えば、職場や遊 び場や 身 を置 く場な ど)や 雰囲気(例 えば、
街の匂いや景観 など)、さらには 「関係性」(河合,1992a,1995;皆藤,1996)によって支 えられて
い る とい うこ ともあ るの ではないだろ うか。筆者 は、最近 この ように考 えるようにな り、 また、
その重要性 を感 じるようになった。そこで、 とりあえず、 これ らを場 に よる支え(environmental
suppo亘)ない し関係性 に よる支 え(supportingthroughrelatednessitself)と呼んでおきたい。
場 による支 えは、例 えば心理 臨床 において、近年、 「居場 所」(佐 治,1995;村瀬,1996)や
「たま り場」(青木,1996)として重視 されて きてい る。例 えば、青木(1996,23頁)は、その特
徴 について、 「た まり場 は青年 を支 える場 になるが、 それは○○ さん という特定の個 人に支 え ら
れるの とは多いに異 なる。個 人に支 えられる とい う場合 は、その相手 に依存する ようにな りやす
く、 ときにはその人 に しがみつ きた くなる こともあ る。ず っ と私の側 にいてほしい、 とい う気持
ちにさえなる。(中略)し か し、それが場 に対す る依存 である とどうであろうか。た ま り場 は さ
まざまな人間関係が網の 目の ように張 り巡 らされた場 であ り、網が青年 を包む ように して支える。
(中略)た ま り場 では、青年が人間関係の網 の目に支えれてい るか らだ と思 う」 と述べ てい る。
また、心理療法 のひ とつ であ る内観療法 においては、 内観者(ク ライエ ン ト)を 支 える 「場」
のはた らきが大 きい と思 われ る。村瀬(1995a,29頁)は、「内観の書物 を読み(吉 本伊信,
1989)、内観 の指導者が屏風の なかの内観 者 に畳 に額 をつ けてお辞儀 を し、 さらに合掌 している
写真 に驚いた。他の心理療法で、治療者が このような挨拶 をす ることはあ りえない、 自分 自身 を
見つめ ようとする内観者へ の絶対的尊敬の現れであろ う」 と述べ 、「面接 スタ ッフによって味覚、
栄養 、視覚 などバラ ンス を考 えて手作 り調 理された食事 は、ほ どよ く世話されている感覚(大 事
にされる)と 過去を調べ るのに役立つほ どよい退行気分 を促進する」(村瀬,1995a,29頁)と指
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摘する。そ して、彼女(村 瀬,1995亀29頁)は、内観療法の特質 として挙げた6つの項 目のなか
で、①Rogers,C.の説 くUnconditionalPosidveRegard(絶対的な尊重の態度)に も共通する、よ
り徹底 した内観者への素直な尊敬、③食 と住いの母性的環境が内観過程の促進 ・深化を支える、
ことに言及 している。
内観療法では、母親(あ るいは母親代わりの養育者)を はじめとする自分にとって重要な人物









の作品は 「生きねばならないという根源的なことのために、主人公の小十郎の意志 も熊の意志 も
超えて物語が展開しているということ、つまり互いの意志を超えたものによって関係性が展開し







































性」 として概念化 した。すなわち、運命性 とは、「個人の意志ではどうにもならない力 として、
家族の血のつなが り、「縁」を感 じており、かつ、それ を受け入れている状態」、意志性 とは、
「家族が(個 人の意志ではどうにもならない縁でつながっている人間同士に対 して)自立 した人
間として、互いの人間関係を 「意志」 をもって保っていると意識 している状態」、運命からの解
放および自立への欲求(運命否定性)とは、「家族に 「しが らみ」(=ほだし騙自由を妨げるもの)
を感 じ、それを個人の自由を束縛するものとして疎ましく思い、そこから自由にな りたい、自立
したいと感 じている状態」である。そ して、「家族における運命性 ・意志性」尺度(thesc証eof
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に特徴がある。これに対 して、峰の孤独の方は、峰の上にまったく露呈されてしまっているとこ
ろに特徴がある」。そして、「峰の孤独は、言 うなれば孤独にさらされているのであって、下手を
すると、まったく何ものとも無縁の姿になる」 という。 しか し、「峰の孤独は、人間の自我を磨
くのに効用を発揮する。これによって磨かないと自我は十分に強 くならない」が、「峰の孤独 に
危険はつきものである。転落してしまえば破滅である」 とも述べている。
落合(1974)は、孤独感の構造 として、人間同士共感 しあえると感 じ(考え)て いるか否か、
人間(自己)の個別性に気づいているか否か、の2次元を見いだしており、落合(1982)は、孤
独感の規定因の心理的条件 として、人との関係に関する次元(対 他的次元)、自己のあり方の意

















心理療法は、現代 においては、必然的に 「生 き方」に関わるものとなってくる。例えば、皆藤
(199肱2頁)は次のように述べている。「現代人は 「いかに生きるか」 という課題に向 き合わざ
るを得なくなっているのである。多 くの現代人が 「生きる」ことに悩み苦 しみ、心理療法家のも
とを訪れる。(中略)こ のように、「人間の生き方」 を潜在的 ・顕在的テーマとして抱えながら、
クライエントは現代社会に生 きている。(中略)簡 潔に言えば、症状の背後にある 「生 き方」の










姿勢でもってクライエントの生き方に相対 していくあ りかたを、筆者は 「生きる」モデルと呼び





それぞれの人生を、お互いの関わりのなかで生 きてい くという過程 を含むことになる。ここで重
要なことは、クライエ ント・セラピス ト双方ともに、運命性 と意志性 を背負った存在であ り、
「因果律」と 「縁起律(synchmnicily)」(山中,1996,86-92頁)のはざまで生きている、 というこ
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こころの支えとはなにか 斯
PsychologicalSupPort:
FromthePerspectiveofClinicalPsychology
MasashiKUSHIZAKI
InourdailyIifb,wef¢eltogreaterorlesserdegreesthatwearesupportedbysomethinginsome
wayJhis㎞dofsenseisimpo伽t鉛rusaswegoalonginourlivesJuse血etenn``asenseofpsy-
chologicalsupport"or"psychologicalsupport"in重hesensethatwefbelsupportedpsychological-
ly・ThispaperconsiderstLissuhjectunderfburcaIegories:(1)interpersonalsupPort;(2)inIrapersonal
supPort;(3)relig孟oussupPortortranspersonalsupPort;and(4)environmentalsupPortorsupPorting
throughrelatednessitself,Suppordngthroughre藍atednessitselfisprobablythemost孟mportantinrela-
t童ontothewayoflifbparticularlyfromξheclinicalpohltofview.Thissupportisbasedonthepointof
viewthatweliveouruncertainliveswith.soπowsandsuf驚rings(orpeaceandhappiness)according
toourdestinyandwillbythelawofcausahtyandcoincidenceJtmaysafblybeassumedthatthe
processofpsycho血erapyisfbundedonsupPorting止roughrelatednessitself
